
奈良国立文化財研究所要項

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 7 6年５月1 5 1」第3 9回公開猫演会

「平城宮の井戸」黒崎直

「古代の測量術」木全敬蔵

' 2 ）1 9 7 6 年1 1 月1 3 日第4 0 回公開講演会

「古代寺院の基壇」田辺征夫
『平城京と宮の悶池」田中哲雄

現地説明会

( 1 ) 1 9 7 6 年６月1 9 日平城宮跡推定第一次朝堂院
東第一堂発掘調査現地説明会高瀬要一
( 2 ) 1 9 7 6 年８月７ＦＩ薬師寺西塔跡発掘調査現地

説明会岡本束三
( 3 ) 1 9 7 6年８月2 1 1 _ ｜山田寺塔・中間・同廊跡及
び大官大寺回廊跡発掘調査現地説明会

山崎信二・松本修自
( 4 ) 1 9 7 6 年1 1 月2 7 日平城宮跡東院庭園跡発掘調

査現地説明会須藤隆

2 1 9 7 6 年度文部省科学研究費補助金による研究

( 5 ) 1 977年１月29日

説明会

16）1977年３月12日

査現地説明会

稲淵川西遺跡発掘調査現地

黒崎禰

平城宮跡（佐紀池）発掘調
吉川恵二

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開

1 9 7 6 年４月2 5 日～５月５日見学者5 , 9 6 3 名

秋季特別公開・盗料展示「平城宮跡保存の先

覚者たち一北浦定政を中心として－」

197 6年10月23日～11月７日見学者20 , 4 2 5名
( 2 ) 見学考数

隠分 査料館 凝瞳 計

1976年 48, 776 60, 746 109, 522

累計 226, 192 440, 335 666, 527

※ 盗料鮪は1 9 7 0 年皮・覆膿は1 9 6 8 年度以降

価別 研究課題 研究代炎肖 交付額

特定研究（１） 遺柵の埋蔵環境と劣化現象ならびに係が処理に関する研究 拙山浩・・

鈴木擬Ｉｌｆ

ＩＩＩ【I ’ 球

川【' １ 琢

川中稔

鬼頭附明

東野治と

水ｉ、Ｉ１ｉ史

ＦＩＩＩ剛道

安川池太郎

l M i l l l 浩一

5, 000丁.１，Ｊ

〃

〃

〃

一般研究（Ｃ〉

- 一 般研究（Ｄ）

〃

〃

奨励研究〈Ａ）

〃

写典測１，ｔによる建造物の経年変化の研究

地下遺椛の探代法の開発

遺跡に関する．I I I i 慨の活川システムのj , § 礎的研究

I l l l l r 公家法責科の収災ならびに研究

奈良．､ ド安時代『! f ‘ I j : 綴辿紬についての）１５礎的研究

1 1 } : 風よりみた木簡の研究

1 1 f 代脱殻具の系譜的研究

ｔ師器における溌糖技法採川の研究

１１本中世集藩遺跡の研究

2, 900

3, 400

1, 000

1, 200

3 9 0

290

300

230

270

海外' １を術凋だ 獅外' γ : 術淵f f の成果の稚蝿、A WI l 聯に関する澗廠研究畷 1．５００

古・災術史関係）

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室特別展示「飛鳥の寺院遺跡一妓近
の出土品」

特別展示

常設展示

（1975. 9. 22～1976. 5. 31）

「飛鳥・白鳳の在銘金銅仏」

（1976. 9. 23～11. 23）

飛鳥・白鳳の彫刻コーナーを新設

－７３－



Ⅱ図書及び資料

図書3 8 , 3 4 8 冊

( 3 ) 平城宮跡整備基本計画策定に関する小委員会
1 9 7 7 年２月1 5 日於平城宮跡資料館

第３回飛鳥資料館運営協議会
1 9 7 6 年５月2 5 日於飛烏資料館

第２回木簡研究集会

1977年１月11F１．１２日

於平城宮跡資料館
外国出張

田中琢東・東南アジアにおける青銅器文化

に関するシンポジューム出席のためタイへ派造
された。

1 9 7 6 年７月４日～同年７月1 0日

木全敬蔵ダーク・イ・ブスタン浮彫の写真
測量調査（イラン・イラクにおける古代遺跡の
美術・考古学的調査及び発掘）のためイランへ
派遣された。

1 9 7 6 年８月１ロー同年９月2 2 日

牛川喜幸クシャーン朝文化を中心とする巾
央アジアの考古学的調査のためアフガニスタン

・パキスタン・イランに派遥された。

1 9 7 6 年９月３日～同年1 1 月１日

狩野久文部省在外研究員としてスウェーデ

ン・デンマーク・ドイツ連邦共和国・連合王国

・フランス・イタリアに派避された。：木簡の

研究調査のため( 本文参照）
1976年１０月16日～同年12月15Fｌ

亀井伸雄ローマ文化財修復国際センターに

おける史跡記念物の保存に関する研修コースへ
の参加及びヨーロッパにおける文化財建造物の

修復技術の調査研究のためイタリア・フランス

・ドイツ連邦共和国に派遣
1976年12月30日～1977年７月15日

協力事業等

( 1 ) 「北浦定政顕彰会」の諸率業（田原顕彰墓碑
周辺整備・古市基地への誘導計画・記念展開催

・記念出版等）の遂行に，随時所員一同が協力
した。（研究錐撒参照）

' 2 ）文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の

国有化を進めており，1 9 7 2 年度からは当研究所

が文化庁から支出委任を受けて買収覗務を担当
しているが，1 9 7 6 年度の状況は下記の通り

大蔵街より移符の1 , 4 0 4 . 9 2 , 2 を含む

－７５－

奈良国立文化財研究所要項

厚真1 4 9 , 9 9 6 点（1 9 7 6 年庇末現在）

Ⅲ研究成果刊行物
1 9 7 6 年度刊行物

担名称

‘ γ : 報第3 0 冊八峰町並調査の記録

史料第1 1 冊１．１本美術院仏像等修理記録1 1 1

基準資料第４冊瓦綿４解説

基準資料第５冊瓦編５解説

図録第１冊飛鳥白蝋の在銘金銅仏

図録第２ＩＩＩｊ飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文篤

概報他海住山寺総合調査目録

平城京右京五条四坊二坪発掘淵征概報

飛鳥編年史料災稿１

飛鳥編年史料染稿２

当街

鈴木・岡凹・宮沢・細見・宮本・上野・中村・松本

･ 清水・佃・福田

田中( 義）・挫山・百橋・森( M『）・八幡

飛鳥藤原宮跡発掘洲代部

､ F 城宮跡発掘調査部汚古第三調在塞

飛鳥資料館' 雅芸室

同上

田中( 稔）・雄山・加藤・綾村・束野・筒橋

狩野・佐藤・田中( 哲）・岡本・毛利光・- ｋ肥・清水

鬼頭・東野・宮川・泉谷

鬼頭・束野・宮川・泉谷

区分

１９７６年

国有地合計

而硫

3０，９２３．０６，２

114, 856. 03

購入額

505, 297, 506円

1, 761, 197, 606

I Ｘ分

1976年

累計

菰別

和漢』：

洋１１￥

和漢WI F

洋ｒＩｆ

職人

1, 598

251

23 . 2 54

2, 201

寄 贈

3, 704

2９

1２．５６０

333

計

5, 302

2 8 0

3５，８１４

2, 534



１

前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

奈良国立文化財研究所基準資料

( 増員内訳）埋蔵文化財･ センター３
( 減員内訳）平城宮跡発掘調査部１

Ｖ予算（1 9 7 6 年度〕

Ⅳ機構・定員

機構の改正

1 9 7 6 年５月1 0 日省令改正に伴い埋蔵文化財セン
ター研究指導部に集落遺跡研究室新設。
定員

１

奈良同立文化財研究所年報

奈良凶立文化財研究所史料

－７６－

Ⅵ施設

土地2 3 , 3 7 1 ㎡〔当所所管）
春日野地区5 , 1 2 6 ㎡飛鳥資料館1 6 , 9 0 2 ㎡

責料館地区1 , 3 4 3 ㎡

1, 068, 198. 30㎡（文化庁所管）
平城宮跡地区953 , 3 4 2 . 2 7㎡

（他に奈良県先行取得地59 , 6 8 2 . 9 5 6㎡がある）

藤砿窓跡地区1 1 4 . 8 5 6 . 0 3 ㎡

1975年度

1976年度

指定職 行政一

2３

２３

行政二

７
７

研究職

6５

６７

計

9６

９８

年度

1954

1955

1963

1964

196

l 967

1969

1970

1974

I 975

名称

第１冊南無阿弥陀仏作選集( 複製）
第２冊西大寺叡尊伝記災成
第３冊仁和等史料．芋誌続１

第４冊俊乗坊喧源史料災成
第５冊、ｆ城富木簡１図版

第６冊に和瀞史料歩誌編２

第５冊、ド城宮木簡１解説( 別冊）

第７冊唐招提寺史料１

第８冊平城寓木簡２図版・解脱
第９冊１．１本災術院仏像群修理記録’

第1 0 冊日本美術院仏像等修理記録１１

年度

1973

1974

1975

名称

第１冊瓦編１解説

第２冊瓦縞２解説
節３冊瓦編３解説

年度

1954

1955

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1965

1967

1969

1971

1973

1974

1975

名称

第１冊仏師巡慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究
第３冊文化史論強

第４冊奈良時代僧" j の研究

第５冊飛鳥茅発掘洲在機街

第６冊中世庭園文化史
第７冊興補等食堂発掘調炎報告

第８冊文化史論遊Ⅱ

第９冊川原寺発掘淵炎報告

第1 0 冊、ド城宮跡・伝飛蝿板蓋富跡発掘調迩鞭告
第1 1 冊院家進築の研究
第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶

第1 3 冊湛殿造系庭園の立地的惹察
第1 4 冊レースと金屯舎利塔に関する研究

第1 5 冊平城宮発掘淵充報告１１官術地域の調壷

第１６冊平城欝発掘洲征撒告Ⅲ内製地域の調炎
第1 7 冊平城宮発掘淵f I f 報告Ⅳ富術地域の洲盗
第1 8 冊小堀遠州の作１Ｆ

第1 9 冊藤原氏の氏捗とその院家

第2 0 冊名物製の成血

第2 1 冊研究論集１

第2 2 冊研究論集1 １

第2 3 冊平城宮発掘‘ 淵通報儲Ⅵ平城京左京一
条三坊の調在

第2 4 冊高山一町並淵爺報告一
第2 5 冊平城京左京三条_ Z 坊

第2 6 冊平城宮発掘調在報祷Ⅶ

第2 7 冊飛鳥・藤原宮発掘渦迩報告Ｉ
第2 8 冊研究論集Ⅲ

第2 9 冊木紳奈良井町, １t 調査報併

歳出 9 8 4 , 9 2 4 , 5 1 1 円
人件没 3 1 3 , 4 6 0 , 5 1 1
逆営費 4 3 6 , 0 7 1 , 0 0 0
蕊業管理 5 , 1 7 2 , 0 0 0
一般研究 4 0 , 4 6 0 , 0 0 0
特別研究 2 , 1 9 8 , 0 0 0
発掘凋査 2 8 2 , 9 4 2 , 0 0 0
富跡稚備祷理3 2 , 7 0 6 , 0 0 Ｏ
飛鳥費料館巡営4 2 , 3 5 6 , 0 0 0
埋蔵文化財センター巡営3 0 , 2 3 7 , 0 0 0
施設費 2 3 5 , 3 9 3 , 0 0 0
施設稚備費1 2 6 , 2 2 0 , 0 0 0
平城寓跡地埠稚備避1 0 8 , 6 6 0 , 0 0 0
各所修繕 5 1 3 , 0 0 0



建物 平城宮跡昭和5 1 年度買収地環境整術工覗
１，０５０

藤原宮跡環塊整備昭和5 1 年度工事2 1 , 1 5 0

( 3 ) 建設省近畿地方建設局委任工填
飛鳥盗料館整備工覗 2 4 , 6 8 5

－７７－

Ⅶ人事異動

（1976年４月１ｐ～1977年３月311｣）

４月１口文化庁文化財保謹部無形文化民俗文化
課課長補佐に転任原田拓
庶務課長に転任音川啓太郎

文部省に出向（木更津工業商等専門学
校事務部庶務課長に就任）五十嵐春雄
飛鳥資料館庶務室長心得に配置換

森口節之

会計課課長補佐に昇任吉田博次

京都国立博物館学芸課考古室長に転任

八賀晋

平城宮跡発掘調盃部考古第二調査室長
に昇任佐藤興治
飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に
昇任小笠原好彦

会計課に転任小林雅文

事務補佐員採用藤本節子
研究補佐員採用丸川義広

５月1 0 日埋蔵文化財センター研究指導部集落遺
跡研究室長に配置換佐原英

文部技官採用小林謙一
井上和人・清水真一

５月 1 6 日文部技官採用巽淳一郎

文化庁へ出向( 文化財保謹部記念物課）
稲田孝司

６月 2 1 日技能補佐員採用吉村司朗

研究補佐員採用新田洋

７月 3 0 日辞職：促幸治郎

１０月１日文化庁j 文化財保謹部建造物課主任文化

財調査官に転任岡、英男
１１月１日建造物研究室長に配置換牛川喜幸

1 2 月 2 3 日技能補佐員採用望月正治

１月 3 1 1 」辞職刀谷純子

３月3 0 口辞職沖村和子・石１１｣ 賀代子
石谷幸子・山 1 1 1 猛

坂野和信・福I I 1 洋子

主要工事

( 1 ) 施設整備費

飛鳥藤原宮跡発掘調査部研究棟新営工事
6, 850千円

同上電気工事
７１０

飛鳥資料館西側法面整備工事７６０
飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺物収蔵庫電気工覗

５９０

飛烏資料館水道引込工事1 , 1 0 0

平城宮跡第４収蔵庫建設予定地造成工覗
３，４２１

平城宮跡発掘調査部受電設備改修工事
１，１７０

飛鳥藤原宮跡発掘調査部新営遺物収蔵庫収納棚

設置工事 1 , 9 6 8

飛烏資料館周辺整備工事3 , 5 5 0

覆屋便所給水管敷設工事４６７

飛烏藤原宮跡発掘調査部油庫新設工覗
５８９

( 2 ) 平城宮跡地等整備費
説明板設置工事 2 , 1 1 1

平城宮跡環境整備昭和5 1 年度第１期工覗
３１，２００

同上第２期工事
９３，０００

平城宮跡取水施設工事 1 , 9 3 0

奈良国立文化財･ 研究所要項

建物

‘ ｊｆ務所

倉庫収蔵肱

卓Ｍｉ

会談篭

識堂

写典篭

腔示室

覆屋･展示樵

その他

計

' R 要文化財
旧米谷剥鍵

合訓

がＨ野

７９７

１９１

２０

４０

１０９

８６

２００

1, 443

平城

1, 820

3, 777

１３０

１９２

１９２

360

1, 518

1, 427

9, 416

藤原

５
３
０
．
．
’
２
－
一
睡

妬
卵
哩
一
一
３

1, 732

旗・蝿
査料館

哩
一
拠
狸
的
鯛
郡
一
1, 581

2, 655

計

3, 234

4, 931

364

274

198

359

1, 008

1, 518

3, 360

15, 246

198

15, 444



奈良国立文化財研究所年報

Ⅷ組織規定

文部省設置法抜奉

昭和2 4年法律節1 4 6弓
昭和4 3 年６月1 5 日一部改正

第3 6 条第4 3 条に規定するもののほか，文化庁に
次の機関を置く。

国立文化財･ 研究所（前後略）

第4 1 条国立文化財･ 研究所は，文化財に関する調

査研究，資料の作成及びその公表を行う機関と

する。

２国立文化財研究所の名称及び位瞳は，次のと
おりとする。

名称

東京国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所

位個

東京都

奈良市

３国立文化財研究所には，支所を瞳くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は
文部省令で定める。

文部省設置法施行規則抜準
昭和2 8 年１月1 3 日文部布令第２弓．，追加昭和4 3 年６月1 5 日
文部満令第2 0 号
昭和4 5年４月1 7日文部布令節1 1号，昭和4 8年４月1 2日
文部桁令節６号，
昭和4 9年４月1 1日文部満令第1 0号，
昭和5 0 年４月２ｍ文部省令第1 3 号，
昭和5 1 年５月1 0 ｍ文部省令第1 6 号

第５章文化庁の附属機関
第４節国立文化財研究所

第２款奈良国立文化財研究所
（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に, 所長を置く。
２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，美
術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並
びに平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘
調査部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研
究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを
置く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を置く。
一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる。

一職員の人事に関する諏務を処理すること。
二職員の福利厚生に関する事務を処理するこ
と。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務
に関すること。

四この研究所の所掌事務に関し，連絡調整す
ること。

五との研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保
全のための警備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に屈
しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の索務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経費及び収入の決算その他会計に関する事

務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を

処理すること。

五庁舎の取締りに関すること。

（美術工芸研究室等の事務）
第1 2 7 条美術工芸研究室においては，絵画，彫

刻，工芸品，審跡その他の有形文化財（次項及

び第３項に規定するものを除く），及び工芸技

術に関する調査研究を行い，並びにその結果の

公表を行なう。

２建造物研究室においては，建造物及び伝統的

建造物群に関する調査研究を行ない，並びにそ

の結果の公表を行う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡並びに

歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）
第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調査
室，考古第二調査室，考古第三調査室，遺椛調
査室，計測修景調査室及び史料調査室を置く。
２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次
項から第六項までに定める事務を処理するほか
その発掘を行なう。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第
三調査室においては，別に定めるところにより
分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び
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調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
４遺椛調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
５計測修景調査室においては，遺椛の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の二室及び事務）
第1 2 9 条飛烏藤原宮跡発掘調査部に，第一調査
室及び第二調査室を置く。

２第一調査室及び第二調査室においては’ それ

ぞれ藤原宮跡及び飛鳥地域における宮跡その他
の遺跡( 藤原宮跡を除く）に関し’ 次の各号に掲
げる或務を処理するほか，その発掘を行なう。
一辿椛及び遺物の保存整理及び調査研究並び
にこれらの結果の公表

二辿柵の計測及び修景並びにこれらに関する
調査研究並びにこれらの結果の公表
三史料の収集及び調査研究並びにこれらの結
果の公表

（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては’ 飛鳥地域の歴
史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め

るため，この地域に関する考古資料，歴史資料
その他の資料を収集し，保管して公衆の観覧に
供し，あわせてこれらに関する調査研究及び訴
業を行なう。

（飛鳥資料館の館長〕

第' 3 ' 条飛烏資料館に，館長を置く。

２館長は，館務を' 裳理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛烏資料館に，庶務室及び学芸室を脳
く。

２庶務室においては， 飛鳥資料館の庶務， 会計

園

等に関する車務を処理する”

学芸室においては，次の覗務をつかさどる。

飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建

造物，絵画，彫刻，典籍，古文書その他の資
料の収集，保管，展示，模写，模造，写真の
作成，調査研究及び解説を行うこと。

飛鳥地域に関する図譜，写真その他の資料

の収集，整理，保管，展示，閲覚及び調査研
究を行うこと。

三飛鳥資料館の覗業に関する出版物の編築及
び刊行並びに蒋及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

鋪1 3 3 条埋蔵文化財. センターにおいては，次の

事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他

の関係者に対して，専門的，技術的な研修を
行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地
方公共団体の機関その他関係の機関及び団体
等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を置く。

２前項の長は，埋蔵文化財. センターの覗務を' 整

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センター内に，教務室及び
研究指導部を置く。

（教務室の覗務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの

庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部のl I I 室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落

遺跡研究室，遺物処理研究室及び測吐研究室を

置く。

２考古計画研究室においては，第1 3 3 条各号に

掲げる事務（他の室の所掌に属するものを除

く｡ ）をつかさどる。

３集落辿跡研究室においては，築落遺跡に関
し，第1 3 3 条各号に掲げる歌務（進物処理研究
室及び測域研究室の所掌に属するものを除く）

をつかさどる。

４遺物処理研究室においては遺物の処理に関

し，第1 3 3 条各号に掲げる事務をつかさどる。

５測敗研究室においては，埋蔵文化財の測並に
関し, 第1 3 3 条各号に掲げる覗務をつかさどる。
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職員（1 9 7 7 年７月1 6 日現在）
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物
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氏名

服部栄次

音川啓太郎
岩水次郎
山崎一博

忠利二
木寅忠雄
森Ｈ１光治
岡川博死
橋本宏麗
八幡扶桑
宮イヌ宜代
港悦子
中川かよｆ

杉本光司
吉田博次
日高参夫
吉川博次
冬野徹
大西磯
前川唖子
吉川和子
藤本きよえ

新井緋治
小林雅文
中西進夫
飯閉信男
梨、道代
日商参夫
渡辺康史
奥村末儀
高木博子
加膝建夫

田中錠恭
百橋明徳
守田公夫

工藤圭章
細見啓三
宮本長二郎
上野邦一
田中哲雄

福山敏男

膜
東野治之
綾村宏

繊

官職

文部技官所足

文部 ‘ I f 携官部長

文部瓶務官課腿
文部, ｉｆ携官課及補佐
文部 ‘ } f 勝官係艮
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事務補佐員
噸務補佐風

文部蛎務宮課長
文部躯務官課長補佐
文部1 f 勝宮課長補佐
文部事務官経理係長( 併任）
文部躯務官
文部堺務官
事務補佐員
事務補佐員
悪務揃佐員
文部事務官用度係長
文部那務官
文部事務官
文部技官
文部技官
砺務補佐員
文部耶務官綴灘( 併任）
文部技官
文部技官
事務補佐員
文部覗務官専門職風

文部技官室艮
文部技官
調斑員（非常勤）
研究補佐員

文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
調侭員

窒艮（取扱）
( 併 任）
( 併 任）
( 併任）
( 併任）
( 併任）

貝（非常勤）
研究怖佐員

文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
調夜風

裳長（取扱ノ

併
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非
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庶街
､ F 城驚備
､ １２城併術
蕎鮒
､Ｉｚ城，j f 勝
' 1 ；典
所腿壊付
庶街
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経理
経理
経理

用度
期度
自動車逆転
自動卓迎転
施設

整伽管理
施設
施没

彫刻
絵画
工芸
資料終理

建築
建築
建築
建築
遺跡庭園
遺跡庭圃
建築
資料稚理

歴史
歴史
歴史
考古
考古
考古
歴史
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室

氏名

狩野

町田

久’

ｆｒ２’

0i1．

沢田１１；昭

菅原ｌｌｌ明
ｔ肥羊
小林搬一
中村友博
八幡扶桑
佃枠雄

佐藤興治
吉田忠二
須藤隙
安田施太郎
井上和人

森伽ノミ
岡本東三
毛利光俊彦
巽淳一郎

宮沢柳士
中村雅治
清水典一
宮本長呈郎

安原啓示
田中街雄
光谷柘実
加藤允彦
森穂

横田怖実
今泉隆雄
綾村宏
加藤優

細見啓三
加藤俊
宮本良二郎

栢本安臣
木寅忠雄
森田光治
飯田信男
石田偲子
橋本伴子
中村美千代
宍戸雅子
中西千枝子
池田千侭枝
吉村矧朗
城本きよの
石川千忠子
泉谷聖子
岩本さよ子
補原まり花

官職

文部技官部腿

文部技官篭長
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技' 1 . 『
文部技官専門職ｕ
文部技宿Ｗ：門職風

文部技寓老艮
文部技官
文部技宿
文部技官
文部技官

文部技 ' 1 . 『宅蛙
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官宅腿
文部技官
文部技官
文部技官（併任）

文部技官室長
文部技官
文部技官
文部技官
調在員（非常勤）

文部技官篭艮
文部技官
文部技官
文部技官〈 ｲ ル任）圧）

文部技官Ｅ任研究官
文部技汽主任研究宮
文部技官主任研究官

文部' ｊｆ務官ソド街総括( 併任）
文部戦勝宮（併任）
文部張務官（併任）
文部技官（併任）
躯務Ｍｉ佐員
蛎務怖佐員
事務補佐員
事務補佐貝
事務補佐員
事務補佐員
技能補佐員
業務補佐貝
研究補佐貝
研究補佐員
研究補佐貝
研究補佐員

当

､ イラ１１ｆ以

保イｆ科′ ‘ ) 逢
拷 占
涛１１『
誉占
醤Ｉｌｒ
１ｊ：典
写典

苛古
答占
巻占
拷Ｉｌｆ
考占

考占
考占
考占
考： ' 『

雌築
建築
建築
進蕊

遺跡庭閲
遺跡庭胤
遺跡庭閲
遺跡庭眼
遺跡庭凧

歴史
歴史
歴史
雌史

進築
歴史
越築

ﾘ ド携
答峨
警伽
自動卓迎幅
図’ 1 F 資料
･ l ｆ務
后侭務
躯務
輔務
啄典
保安
庁務
公開
資料稚理
資料推理
資料推理
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担当官職氏名担当 師Eｆ官戦氏名呪屋

庶
勃ｌ飛

事務
事務
自動車運転
保安
庁務

事務補佐員
事務補佐員
技能補佐員
技能補佐員
業務補佐員

田
本
垣
井

島
秋
稲
乾
福

郁子
喜子
耕正
春雄
敏子

文部技官部 長
長

工藤圭章
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室
一
第
一
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調
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室
一
一
一
庶
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室
僅
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飛
鳥
藤
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宮
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発
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査
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一
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鳥
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料
館

古
古
築
古
古
古
史
古
古
古
古
古
築
古
古

考
考
建
考
考
考
歴
考
考
考
考
考
建
考
考

文部技官室
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官

猪熊
甲斐
上野
西ロ
川越
岩本

勝
彦
一
生
一
二

兼
忠
邦
寿
俊
正

室
一
学
芸
室
一

職
‐
資
料
瞬
雷
識
画
廻
翠

彫刻
美術
歴史
考古
図書普及
考古

文部技官室長（併任）
文部技官
文部技官
文部技官
文部事務官
調査員（非常勤）

恭
也
之
潔
志
夫

義
晋
治
広
一

中
山
野
脇
村
沢

田
星
東
大
津
藤

文部技官室
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官

長鬼頭清明
黒崎直
西弘海
金子裕之
千田剛道
山崎信二
松本修自

文部技官センター長田中穂

文部技官館長（取扱）

室長
教務係長
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子
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節

文部事務官
文部事務官
事務補佐員
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本
岡
乾
藤 務
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考
考
考
考
考
考

文部技官主任研究官
文部技官主任研究官

小笠原好彦
木下正史

文部技官部長

文部技官室長
文部技官
! 文部技官

文部技官室長
文部技官
: 文部技官
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室
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事務
自動車運転
事務
写真
保安
資料整理
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